
                                    

 
２
回
、
相
手
の
失
策
と
巴

山
颯
太
郎(

法
２)

の
左
中
間

安
打
で
１
死
一
、
三
塁
と
す

る
と
、
福
山
慎
吾(

営
４)

の

右
前
適
時
打
で
１
点
を
先
制

す
る
。
援
護
を
受
け
た
先
発

の
東
野
龍
二(

商
３)

は
そ
の

裏
、
先
頭
打
者
を
三
振
に
仕

留
め
た
も
の
の
、
続
く
打
者

に
連
打
を
浴
び
る
。
そ
こ
に

捕
逸
や
味
方
の
失
策
、
盗
塁

も
重
な
り
３
点
を
失
う
と
、

３
回
と
６
回
に
も
四
球
な
ど

で
リ
ズ
ム
を
崩
し
追
加
点
を

奪
わ
れ
た
。 

西
村
亮
監
督
は
東
野
を

「
悪
い
リ
ズ
ム
を
断
ち
切
れ

る
投
球
が
長
所
」
と
評
価
す

る
も
の
の
「
そ
れ
が
で
き
な

け
れ
ば
（
今
日
み
た
い
に
）

崩
さ
れ
て
し
ま
う
」
と
投
球

を
振
り
返
っ
た
。
ま
た
こ
こ

ぞ
と
い
う
場
面
で
の
一
本
が

出
な
か
っ
た
打
線
に
つ
い
て

は
「
相
手
投
手
に
ど
う
対
処

し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
」
と
苦
い
表

情
を
浮
か
べ
た
。 

「
負
け
を
引
き
ず
ら
ず

明
日
以
降
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
」
と
語
っ
た
高
橋
亮
介

主
将(

法
４)

。
東
野
の
後
を

任
さ
れ
た
中
川
は
２
回
を
無

失
点
で
抑
え
る
好
投
を
見
せ

た
。
反
省
点
を
ど
う
改
善
す

る
か
が
今
後
の
試
合
を
大
き

く
変
え
て
い
く
だ
ろ
う
。 

         

       

       

                  

 

２
戦
目
の
先
発
マ
ウ
ン
ド

を
任
さ
れ
た
の
は
谷
中
文
哉

(

商
４)

。
初
回
、
四
球
で
走
者

を
出
す
と
、
１
死
二
塁
の
場

面
で
右
前
適
時
打
を
浴
び
、

１
点
を
先
制
さ
れ
る
。 

 

そ
の
後
も
制
球
が
定
ま
ら

ず
、
６
回
３
分
の
１
を
４
失

点
で
マ
ウ
ン
ド
を
降
り
た
。 

 

制
球
が
定
ま
ら
な
か
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
谷
中
は
「
球

が
高
め
に
浮
い
て
修
正
が
で

き
な
か
っ
た
。
調
子
が
良
か

っ
た
ス
ラ
イ
ダ
ー
を
打
た
れ

た
こ
と
で
、
考
え
す
ぎ
て
し

ま
っ
た
」と
原
因
を
語
っ
た
。 

 

反
撃
し
た
い
打
線
で
あ
っ

た
が
、
相
手
投
手
の
好
投
に

阻
ま
れ
、
４
回
ま
で
無
安
打

に
抑
え
ら
れ
る
。 

 

好
機
が
訪
れ
た
の
は
６
回

裏
、
相
手
の
失
策
と
福
山
慎

吾(

営
４)

の
右
前
安
打
で
１

死
一
、
三
塁
と
す
る
が
、
三

塁
走
者
が
牽
制
死
。
後
続
も

続
く
こ
と
が
で
き
ず
、
無
得

点
に
終
わ
っ
た
。 

 

７
回
以
降
も
相
手
投
手
を

攻
略
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に

３
安
打
完
封
負
け
。
連
敗
で

勝
ち
点
を
落
と
し
た
。 

文
・
写
真
：
宮
本
拓
実 

 

駒  大 ０１０ ０００ ０００ ＝１ 

立正大 ０３２ ００１ ００×＝６ 

 

       打安点 

(８)米  満 ２００ 

(６)菅  野 ２００ 

(７)長谷川 ４００ 

(９)青  地 ４００ 

ＤＨ森  下 ４１０ 

(５)岡  田 ４００ 

(３)巴  山 ４２０ 

(２)  長   ３００ 

ＰＨ高  石 １００ 

(４)福  山 ３１１ 

ＰＨ松  尾 １００ 

計 36４１ 

 

       回 打安責 

●東  野 ６ 29９５ 

中  川 ２ ８１０ 

2016年度春季リーグ戦 

第１週 ４月５日 

０勝１敗 

 

初
戦
の
相
手
は
、
昨
秋
２
部
リ
ー
グ

５
位
の
立
正
大
。
２
回
に
先
制
点
を
奪

う
も
の
の
、
そ
の
後
先
発
の
東
野
が
流

れ
に
乗
る
こ
と
が
で
き
ず
６
失
点
を

喫
す
。
一
方
打
線
も
相
手
投
手
の
好
投

に
阻
ま
れ
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
め
ず
１

点
ど
ま
り
。
悔
し
い
黒
星
ス
タ
ー
ト
と

な
っ
た
。 

2016年度春季リーグ戦 

第１週 ４月６日 

０勝２敗 

文・写真：寒川朋子 

立正大 １００ １１０ １００＝４ 

駒  大 ０００ ０００ ０００＝０ 

       打安点 

(８)米  満 ４００ 

(６)菅  野 ２００ 

PＨ高橋優 １００ 

(７)長谷川 ３００ 

(９)青  地 ３２０ 

ＤＨ森  下 ２００ 

(５)岡  田 ２００ 

PＨ高  石 １００ 

５ 中  道 ０００ 

(３)巴  山 ３００ 

(２)  長   １００ 

PＨ松  尾 １００ 

PＲ酒井良 ０００ 

２ 高橋亮 １００ 

(４)福  山 ３１０ 

計 27３０ 

 

        回   打安責 

●谷  中 ６1/3 29７４ 

  高橋由 １2/3 ７００ 

  白  崎 １   ４１０ 

勝
ち
点
奪
取
の
た
め
に
は
絶
対
に

負
け
ら
れ
な
い
２
回
戦
、
先
発
の
谷
中

は
初
回
に
先
制
点
を
許
す
と
、
７
回
ま

で
に
４
点
を
失
う
。
反
撃
し
た
い
打
線

で
あ
っ
た
が
、
好
機
を
生
か
せ
ず
無
得

点
。
初
戦
に
続
き
大
差
で
敗
れ
、
勝
ち

点
を
落
と
し
た
。 

先制打を放った福山 

先
発
を
任
さ
れ
た
谷
中 


